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▲シャガの花が去年より一段と咲き

乱れていました。 

入間町 1 丁目樹林地の保全活動グループ 

あなたも「ちょうふの里山」を楽しみませんか？ 

 ＜活動日誌＞4/16（日）              

午前、根本講師と共に調査と 2 日にやり残した平茸とナ

メタケの菌打ちをしました。午後の全体の将来像ワークシ

ョップ（ＷＳ）にむけて歩きまわり、ヤマブキ、シャガ、

ウラシマソウの開花などを確かめました。 

樹林地は､6 年前より保全地域が拡大しマテバシイの広場

も明るくなり、人が入りやすくなっています。そのため、

貴重種が踏まれたり、盗掘、ごみの放置など、人が入るこ

とのデメリットも表出してきています。 

また、タヌキ・アオバズク・コゲラ・カワセミなどの生

物、カブトムシ・クワガタなどの昆虫類、植物など里山の

自然と人間との共生は大きな課題です。そこで、午後は地

域センターに戻ってＷＳを行い、合意事項を確認しました。

   

１．人が入ることは積極的ではないが許容する。 

２．護りたいものを護り、立ち入らないように誘（遊）歩

道をつくる。 

３．国分寺崖線ネットワークの一角をなすことを念頭にお

く。 

今後はこの 3 つの合意を前提に保全活動を進めていきま

す。市民・地域の共有の財産である崖線の雑木林や生き物

と関わるためには、ルールづくりが大事だと確認できた 1

日でした。（レポート：世話人安部） 

 
★ご一緒に活動しませんか？  

定例活動日：第 3 日曜日  

入間地域センター9：30 集合  

連絡先：環境保全課（０４２-４８１-７０８６） 

入 間 地 域 福 祉 セ ン タ ー  MAP

4/2（日） 

3 月に伐採され 

たクヌギの活用 

として､平茸と 

ナメタケの菌打 

ちをしました。 

「伐採後 1 ヶ月 

以内と桜の開花時期まで」のタイムリミッ

トがあり、残りは定例活動日に行いました。

伐採後の活用や処理について決めておくこ

とが大事､というのが今回の教訓です。 

○ 

■調布の崖線緑地は徐々に減少し

てきていますが、崖線樹林地面積の

46％が公共の所有です。2000 年

から市と市民が協働で、調布市で買

い取った樹林地 3000 ㎡の保全に

取り組んでいます。 

■その中で「入間樹林の会」は最初

に活動をはじめたグループ。ヤブ化

し真っ暗だった林が明るくなり、雑

木林特有の花や植物も戻ってきて

います。（左図の○印は活動場所）
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■田んぼの学校 
本年度は、最初からスタッフの

都合による開校式延期という事

態がありましたが、4/9（日）、

あらためて種まきと一緒に開校

式を行いました。お花見がなく

なったのは残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

今年は昨年よりちょっと少ない

１４家族１壮年でのスタートに

なりました。写真は「種まき」

の様子です（尾辻）。

■カニ山の会 

4/8（土）11 名参加。今回もフ

ローラ調査と林内整備の２班に

分かれて作業を行った。樹高５ｍ

程度のウワミズザクラと思われ

る木を発見した。林内の状況確認

と観察された植物の確認を兼ね

て、参加者全員で林内を回った

後、０６年度方針、内容について

話し合った。１．シュロが増えて

おり、伐採を行う。２．林縁部の

笹は、林縁部保護のために幅１ｍ

高さ 0.5ｍ程度残して刈る。３．

下段東端のヤマブキ群生周辺を

整備するなど（小島）。 

■若葉町 3 丁目第３緑地の会 

4/９（土） 春の植物観察と景

観を乱している木架かりしたス

ギ７本とシラカシ１本の倒木を

処理しました。 

 奥多摩の水源林管理などに携

わっている市在住のＹさんの指

導で、根本を切断しロープなどで

引き落とし、３ｍ位の長さに裁断

しました。 枯れたスギの硬さに

苦労しながら掻いた汗も、見晴ら

しがきくようになった若葉緑地

の爽快さにスッキリ。 

処理した多くのスギを利用し

て木立の中にビオトープでも作

りましょうか（中原）。 

里山の保全 ～ 市民のうごき ４月 

今年度第 1 回目の活動は「へびやま」の植物調べ。

市報で募集したためか 20 人近くが集まり、小澤講

師と共に久しぶりに大勢での観察会。 

  

■ヒメオドリコソウ・ムラサキケ

ンマンなどの可愛い花や、コジュ

ズスゲ・オオアオスゲ・ノゲヌカ

スゲなど普段気にもとめないよう

な小さな草も観察できた。但し植

物によって見分けのつく時期が違

うため、注意が必要とのこと。 

■ヘビ山南側下の田んぼのフェンスにはたくさ

んのアケビが花を咲かせ、田んぼの中では七草

に使うコオニタビラコやセリ・セトガヤ・レン

ゲなどを見ることができ、春を満喫できた。 

しながら崖線樹林の雰囲気が壊されることの無いよ

うに見守っていきたい。 

新しく 6 名の方が環境モニター活動に参加してく

れることになり、06 年度の活動のスタートにふさ

わしい観察会となった。（報告：鍛冶） 

環境モニター ～４・１５ヘビ山観察会 ～ 

ここ郷土博物館・分館東側樹林地（布田 6 丁目）

は、昨年から防犯上の理由もあり、かなりの樹木と

笹が刈られ「へびやま」という通称がそぐわないほ

ど大変明るい林になった。今後はウコギ・ヒョウタ

ンボク・ノイバラ・エゴノキなど雑木林らしい樹木

の芽生えは守りつつ、見通しのきく林にできないも

のだろうか。また、ヒガンバナ・キツネノカミソリ・

ヤブランといった草本類は残っていたが、大量の笹

刈りとクヌギの落葉のせいで斜面は枯葉が積もり、

このままでは来年も春植物は期待薄となる。 

環境保全課長から「1 部民有地だった所も公が買

い上げた。今後は公園としての利用が予定されてい

るが、市民の意見もしっかり聞いていく」との説明

があった。環境モニターとしても植物の変化を観察



環境市民懇-運営委員会 
４/10 6：30～20：30 た

づくり 30２会議室 市民:5 名 

行政:2名 事務局:2名傍聴１名 

 

1.「環境学習支援」は市民の自

主的な活動に対し講師の派遣な

どを行う旨市報でも周知する。

懇談会参加グループは年間スケ

ジュール表の中で調整を図る。 

２．「市民力アップ講座」企画案

づくりを江刺＋数名で進める。 

3．06 年度「全体会」について

は、2005 年度の話合いで、秋

に野外で行う案がでた。「全体

会」とフィールドでのアピール

イベントを分けて行いたい。♂

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

4 月 19 日の多摩川では

カラスノエンドウとスズ

メノエンドウが仲良く一

緒に咲いていて、思わず

微笑んでしまいました。

また、ちょうどクワがよ

く見ないと気づかないほ

ど地味な花をそっと咲か

せていました。実がなる

時期が楽しみです。 

～多摩川の野草を美味しく食べる～ 

野草はそれぞれに素敵な風味があります。子ども

さん向けにはてんぷらなど、クセを消す食べ方の

方が好評ですが、ここでは大人向けの苦味を生か

した料理法を紹介します！ 

 

◆セイタカアワダチソウのフキみそ風◆ 

① 芽の部分を摘みさっと茹でて 

絞り１cm 幅に切る。 

② フライパンにゴマ油をしき、 

セイタカアワダチソウ＋酒＋ 

味噌＋みりんを入れる。 

③水分をとばして、できあがり。 
☆クセが強いので八丁味噌でも OK。 

 

◆ノビルのフレンチドレッシング◆ 

①ノビルを掘り取り、よく洗って球根の部分だけ

をすり鉢で摺り（ちょっと最初は叩く感じ）ど

ろどろにする。 

②どろどろにしたノビルと、オリーブオイルか

サラダ油、塩、コショウ、練りからしを入れ

混ぜ、好みの野菜にかける。トマトとの相性

ばっちりです。 

※野草を食べるときの注意：必ず、自信を持って

種類がわかるものだけを食べましょう。「自信がな

ければ潔くやめる」が基本です（投稿：Ｈさん） 

  環境保全課の窓口    

 

はじめまして。調布市環境保全課の青柳聡史と申し

ます。今年度，環境学習関係の担当をすることになり

ました。よろしくお願いします。 
非常に多くの方々が環境問題に関心を持たれ，熱心

に，また地道に取り組んでおられるのを目の当たりに

して，心強く感じると同時に，私自身はずぶの素人な

ので，かえって皆さんの足手まといにならないかと，

少々不安な日々を過ごしているところです。 

 さて，日本では少子高齢社会，人口減少が取りざた

されていますが，昨秋の国勢調査の結果では，調布市

の人口は増加傾向，こどもの数も増えていることがは

っきりしました。ご存じでしたでしょうか。 

人口増加は自然環境や景観に大きな影響を及ぼし 

ますが，仲間を増やし，活動の輪を広げるチャンスで

もあります。 課題は山積みですが，よりよい方向を

共に目指して行きたいと思います。 
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保全活動～ 市民のうごき ４月   
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****アマミつうしん****  
こちらはこのところいい天気が続いています。今、海に面

した崖にはたくさんのテッポウユリが咲いています。コモウセン

ゴケも小さな花をつけました。他方でアマミエビネの花は散

り、テンナンショウもスミレ三種も花は終わり。 

 小動物ではアマミシリアゲが姿を消し、入れ代わるように

オオシマオオトラフコガネをボチボチ見かけるようになりまし

た。数日前にはウスバキトンボの群れを目撃、きっと南から

飛んで来たのでしょう。昨日は今年初めてサンコウチョウのさ

えずりを聞きました。あと少ししたらアカショウビンが来るは

ず、楽しみです。（やまむろ かずき） 

昨年度環境モニターで活躍していた山室さん、現在

は奄美大島でマングース退治の仕事をしています。  

そんな山室さんから 4/21 奄美通信が届きました。 

 

→会場の確保が厳しいので、日

程だけでも決めておく必要が

ある． 

４．調布市基本計画(市説明) 

市長の承認が終了し冊子の印

刷にはいる。（懇談会からも提

案した）重点項目-深大寺佐須

地区の取組みについては、現在

進め方を検討中。5 月の連休が

終わる頃を目途に検討方法を

示す予定。具体的にはワーキン

ググループを設置予定で、市報

で募集する。モデル事業につい

ては、今年度、深大寺周辺の「資

源調査」を行う。環境市民セン

ター設置の詳細は未検討。 

 

ちょうふ環境市民懇談会

活動報告 

■環境フェア打ち合わせ会議 

4/17（月）18:30～たづくり 304

環境市民懇談会から江刺が出席。

名称：第 34 回調布市環境フェア

実施日：6/17（土）10 時～4 時

場所：市役所前広場およびグリーン

ホール小ホール，調布駅南口 

内容：市温暖化対策補助事業のアピ

ール･浅井愼平氏講演会･都市美化

活動･市民活動の展示など。場所が

狭いため出展調整の要望があった。

懇談会は 5 年間の活動・場所のマ

ップと自然だよりカラー版を展示

する。次回に団体紹介ちらし持参。

▲クワの花 



編集後記 ▼ 今回は特に原稿が遅くて、根

をつめる作業になり、目がつかれてしま

った。スローな暮らしがなかなかできな

い現実。エコロジストを名乗るのもつら

い！ こういうときは散歩でリフレッシ

ュがいいですよね。スケッチブックを持

って！ (^-^*) （編集子：江刺益子） 
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★ ＭＯＴＴＡＩＮＡＩアースデイ in 調布★  
5/13（土） 10：00～14：00 

場所：調布市役所前広場～文化会館たづくり東側 

内容：リサイクルマーケット/参加団体展示コーナー/

ほか、バンド演奏/詩の朗読など･･ 

*調布市「リサイクル館」の家具出品あります。雨天中止。

連絡先：実行委員会事務局 042-485-0857（今西）  

☆ 市民活動カレンダー  ＆ おしらせ ☆      

 

「ちょうふ環境市民懇談会」は、調布の自然環境

を市民・行政・事業者の協働で保全･改善・回復し

ていくために設立されました。200１年から保全

活動の交流･支援、人材育成、情報収集･発信、提言

などの活動をしています。ぜひご参加ください。 

ちょうふ環境市民懇談会
連絡先:調布市環境保全課 tel 042-4８１-７０８６ 
E-mail：kankyou@w2.city .chofu.tokyo. jp  

～調布市ホームページでカラー版がごらんいただけます～ 

市公式ＨＰ→くらしのガイド→環境→環境学習→自然だより  

会議日程 
◆ちょうふ環境市民懇談会・運営会議        

５/8（月） 18：30～20：30 (４５分まで延長有)/

場所：たづくり 302 傍聴歓迎。/内容：6/17 環境フェ

アーの役割分担/ほか 

★雑木林会議（第1回）              

5/15（月） 18：30～ たづくり 303 

内容：市内の雑木林の保全活動グループ代表と、調布 

市環境保全課・緑と公園課との情報交換。（発信：中原）

★環境フェア打合せ会議（第２回）        

5/25（木）18：30～ たづくり 601 

（本番 6 月 17 日 土曜日 市役所前広場など） 

 
◆ちょうふ環境市民懇談会-れんらく会         

5/15（月）のれんらく会はお休みです。 

◆環境モニター              

5/6（土） ９：３0～13：00  

集合場所：市民プール南土手ベンチ 

内容:･多摩川の植物調査/持ち物：筆記用具・

図鑑等 /連絡先：環境保全課：481-7086 

★調布市環境モニター新年度メンバー募集！ 

もちろん年度途中でも随時参加できます。   

 

◆かに山の会              

5/13（土）10：00～1２：３0 

場所：深大寺自然広場、野草園横集合。 

内容：シュロ伐採、笹の下刈り、粗朶垣作り

準備：カマ・ノコ・ナタ・カケヤ等 

メンバー募集中。接集合場所へおいで下さい 

 

◆若葉町 3 丁目第 3 緑地－保全活動    

5/14（日）  10：00～12：00 

集合場所：入間地域福祉センター 

内容：隣接する住宅側のカジノキ周辺の整備

と春の植物観察 

連絡先：緑と公園課 042－481－708３  

 

◆入間樹林の会             
５/21（日）９：３0～12：30 

場所：入間地域福祉センター集合 

内容：原則毎月第 3 日曜日に活動しています。

問合せは環境保全課へ 042-481-7086 

  

◆ 凸 凹 山 公 園 ワ ー ク シ ョ ッ プ   

 -布田崖線緑地を考える市民の会-   
5/２８（日）１０時～１２時（雨天中止） 

場所：現地（若宮八幡向かいの緑地） 

内容： 草刈り ※作業できる服装でお越し

下さい。 連絡先：緑と公園課（松倉,吉田）

TEL：042-481－7081 （発信：渡邊) 

▲ 調布･そぞろ歩き ▼  
仙川～つつじヶ丘の古木を訪ね歩きます 

 

５月２７日（土） ９：３０～１２：００ 

仙川駅 9：30 集合   小雨決行 
 

案 内：調布市環境モニター 

連絡先：環境保全課 042-481-7086 
 

歩きやすい靴・服装でご参加下さい。はじめ 

ての方も､ぜひどうぞ。（発信:環境モニター里） 
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